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■ 名物裂と茶道美術【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 春の優品選Ⅰ 茶道美術を中心に【古美術】

■ 第75回 現代美術展

■ 前田家の刀剣･甲冑･陣羽織【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 春の優品選Ⅱ 茶道美術を中心に【古美術】

■ 春のいろどり【近現代絵画･彫刻】

■ 鳥とりどり【近現代工芸】

  バスツアー募集記事
  4月の行事予定
  アラカルト ただいま展示中

脇田和《暖帯》 ー「脇田和と猪熊弦一郎」よりー 猪熊弦一郎《飛ぶ日のよろこび》
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館蔵 ー「脇田和と猪熊弦一郎」よりー

ⓒThe MIMOCA Foundation

脇田和と猪熊弦一郎 ～モダンの展開～
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石
川
県
立
美
術
館
は
平
成
二
十
七
年
度
に
、一
般
財
団
法

人
脇
田
美
術
館
よ
り
三
一
七
点
の
脇
田
和
作
品
の
寄
贈
を
受

け
、現
在
三
二
一
点
の
作
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。平
成
三
年

に
脇
田
和
が
軽
井
沢
に
美
術
館
を
建
て
る
際
に
厳
選
し
、基

本
作
と
し
た
す
べ
て
の
作
品
と
、そ
れ
以
降
の
代
表
作
を
主

体
と
す
る
、油
彩
一
五
四
点
、水
彩
素
描
七
十
二
点
、版
画
九

十
五
点
の
大
規
模
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

脇
田
家
は
、二
代
藩
主
前
田
利
長
の
代
か
ら
明
治
維
新
ま

で
加
賀
藩
に
仕
え
、御
算
用
場
奉
行
、町
奉
行
な
ど
を
勤
め
た

武
士
の
家
柄
で
、兼
六
園
の
す
ぐ
隣
に
あ
る「
玉
泉
園
」が
屋

敷
跡
で
す
。

脇
田
和
は
、明
治
四
十
一
年
、実
業
家 

脇
田
勇
の
次
男
と

し
て
東
京
青
山
に
生
ま
れ
、十
五
歳
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て

ベ
ル
リ
ン
国
立
美
術
学
校
に
学
び
、絵
画
や
各
種
の
版
画
技

法
な
ど
美
術
全
般
に
わ
た
っ
て
研
鑚
を
積
み
ま
し
た
。帰
国

後
は
戦
前
の
洋
画
壇
に
頭
角
を
現
し
、昭
和
十
一
年
、猪
熊
弦

一
郎
、小
磯
良
平
ら
と
新
制
作
派
協
会
を
創
立
し
、以
後
、常

に
具
象
絵
画
の
第
一
線
に
あ
っ
て
画
壇
を
リ
ー
ド
し
ま
し

た
。抒
情
で
あ
る
と
同
時
に
堅
固
な
構
成
を
持
つ
脇
田
作
品

は
、情
と
智
と
が
高
い
レ
ベ
ル
で
融
合
し
、そ
の
融
通
無
碍
の

世
界
は
様
々
な
世
代
か
ら
幅
広
い
支
持
を
得
て
い
ま
す
。

本
展
は
当
館
の
脇
田
作
品
を
核
と
し
、脇
田
と
交
流
の
深

い
画
家
達
の
作
品
を
交
え
て
、戦
後
美
術
界
の
様
相
を
も
示

す
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。今
回
は
交
友
画
家
の
第
一

弾
と
し
、猪
熊
弦
一
郎
の
作
品
を
交
え
て
開
催
し
ま
す
。

猪
熊
弦
一
郎
は
明
治
三
十
五
年
香
川
県
高
松
市
生
ま
れ
。

東
京
美
術
学
校
で
藤
島
武
二
に
師
事
し
ま
し
た
。大
正
十
五

年
、帝
展
に
初
入
選
し
、以
後
十
回
、第
十
四
回
で
特
選
を
得

ま
す
。昭
和
十
一
年
、帝
展
改
組
の
美
術
界
混
乱
期
に
小
磯
良

平
、伊
勢
正
義
、脇
田
和
ら
と
新
制
作
派
協
会（
現
・
新
制
作
協

会
）を
設
立
。そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、マ
チ
ス
に
師
事
。

戦
後
、二
十
六
年
に
は
上
野
駅
コ
ン
コ
ー
ス
に
大
壁
画
を
描

き
、そ
の
後
も
建
築
物
と
関
わ
る
制
作
を
数
多
く
手
が
け
て

い
ま
す
。三
十
年
か
ら
五
十
年
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
制
作

の
場
と
し
、帰
国
後
も
精
力
的
に
創
作
を
続
け
ま
し
た
。

展
示
は
二
部
構
成
で
、第
一
部
で
は
脇
田
と
猪
熊
の
作
品

を
十
年
単
位
に
併
置
し
、二
人
の
個
性
あ
ふ
れ
る
創
作
の
歩

み
を
、第
二
部
で
は
脇
田
の
初
期
か
ら
晩
期
ま
で
、詩
情
あ
ふ

れ
る
作
品
の
展
開
を
ご
堪
能
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
観
覧
料

一
般
一
〇
〇
〇
円（
八
〇
〇
円
）

大
学
生
八
〇
〇
円（
六
〇
〇
円
）

高
校
生
以
下
無
料

※
二
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
料
金
を
含
む

※（　

）内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
の
提
示
で
団
体
料
金

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

講
演
会

日
時
／
四
月
二
十
一
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

演
題
／ 

脇
田
和
と
猪
熊
弦
一
郎 

―
心
の
存あ
り
か在
を
求
め
て
―

講
師
／
木
島
俊
介 

氏（
ポ
ー
ラ
美
術
館
館
長
）

会
場
／
美
術
館
ホ
ー
ル（
定
員
二
百
名
）

申
込
不
要
・
聴
講
無
料

第７･８･９展示室

脇田和と猪熊弦一郎 ～モダンの展開～

4月20日（土）～6月9日（日）　会期中無休

猪熊弦一郎《ニースの女》
香川県立ミュージアム蔵

主催：石川県立美術館
後援：北國新聞社、NHK金沢放送局、北陸放送、石川テレビ放送、テレビ金沢、北陸朝日放送

脇田和《母子像》
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前田育徳会尊經閣文庫分館

名物裂と茶道美術
3月26日（火）～4月15日（月）　会期中無休

名
物
裂
と
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
の
宋
・
元
・
明
・
清
の

時
代
に
製
織
さ
れ
、鎌
倉
・
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に

か
け
て
日
本
に
舶
載
さ
れ
、わ
が
国
の
茶
道
を
は
じ
め
近
世

文
化
の
成
立
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
染
織
品
で
す
。種
類
は

多
岐
に
わ
た
り
、金
襴
・
緞
子
・
錦
・
風ふ

う

通つ
う・
印
金
・
紗
・
絽
・
間か
ん

道と
う・
モ
ー
ル
・
更
紗
な
ど
が
あ
り
ま
す
。時
代
区
分
と
し
て
は

極ご
く

古こ

渡わ
た
り（
十
四
世
紀
）、古こ

渡わ
た
り（
十
五
世
紀
）、中な
か

渡わ
た
り（
十
六
世
紀

前
半
）、後あ

と

渡わ
た
り（
十
六
〜
十
七
世
紀
）、新し
ん

渡わ
た
り（
十
七
世
紀
）と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、実
際
に
極
古
渡
に
属
す
る
も
の
は
非
常
に

ま
れ
で
す
。こ
う
し
た
裂
地
類
は
舶
載
の
当
初
は
、高
僧
の
袈け

裟さ

や
武
将
の
衣
服
、能
装
束
、あ
る
い
は
寺
社
の
帳と
ば
りや

打う
ち

敷し
き

と

し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、茶
道
の
興
隆
と
と
も
に
名
物
茶

道
具
の
仕
覆
や
書
画
の
表
装
裂
と
し
て
、優
れ
た
鑑
識
眼
を

も
つ
茶
人
た
ち
に
よ
っ
て
賞
翫
さ
れ
、今
日
の「
名
物
裂
」が

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

前
田
家
の
名
物
裂
は
、加
賀
藩
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
が
一

六
三
七
年
に
、当
時
唯
一
の
海
外
へ
の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎

へ
家
臣
を
目
利
き
と
と
も
に
遣
わ
せ
、値
段
も
か
ま
わ
ず
に

買
い
求
め
さ
せ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。そ
れ
は
、今
日
で
も
質
・

量
と
も
に
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
が
、利
常
の
名
物
裂
収
集
に
は
、第
２
展
示
室
の
特
集
で
次

ペ
ー
ジ
で
も
ふ
れ
る
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
小
堀
遠
州
と
の

交
流
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、こ
の
名
物
裂
を
中
心
に
、《
玳た

い

皮ひ

盞さ
ん

天
目
茶
碗（
梅

花
天
目
）》や
、《
古
瀬
戸
茶
入　

銘
孫
六
》な
ど
の
茶
道
美
術

を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム「
集
ま
れ
、鳥
た
ち
！
美
術
館
の
森
へ
」

日
時
／
五
月
十
一
日（
土
）午
前
九
時
三
十
分
〜
十
二
時

内
容
／ 

美
術
館
周
辺
で
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
後
、美
術
館
の
窓
を
飾
る 

鳥
シ
ー
ル
を
制
作
し
ま
す
。（
協
力
：
日
本
野
鳥
の
会
石
川
）

対
象
／
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
／
電
話
に
て
申
込
・
先
着
三
十
名
・
参
加
無
料

０
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会

日
時
／ 

①
五
月
五
日（
日
）午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分 

②
五
月
六
日（
月
・
振
）午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

内
容
／
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
美
術
館
を
楽
し
む
方
法
を
ご
案
内
。

対
象
／
０
才
か
ら
の
小
さ
い
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

講
師
／
冨
田
め
ぐ
み
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会
代
表
理
事
）

申
込
／
電
話
に
て
申
込
・
各
回
先
着
三
十
名

保
護
者
の
方
は
三
人
目
か
ら
観
覧
料
必
要

展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！

日
時
／
四
月
二
十
七
日（
土
）午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分（
受
付
時
間
）

内
容
／
磁
気
式
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
お
気
に
入
り
作
品
を
ス
ケ
ッ
チ
。

会
場
／
企
画
展
示
室
・
申
込
不
要
・
観
覧
料
必
要

当
館
学
芸
員
に
よ
る
土
曜
講
座

五
月
十
八
日（
土
）「
略
伝
脇
田
さ
ん
と
猪
熊
さ
ん
」

 

担
当
：
前
多
武
志　

学
芸
専
門
員

六
月
八
日（
土
）「
猪
熊
弦
一
郎
と
ア
メ
リ
カ
美
術
」

 

担
当
：
二
木
伸
一
郎　

普
及
課
長

時
間
／
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
場
／
美
術
館
講
義
室
・
申
込
不
要
・
聴
講
無
料

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
／
会
期
中
の
毎
週
日
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら（
四
月
二
十
一
日
を
除
く
）

会
場
／
企
画
展
示
室
・
申
込
不
要
・
観
覧
券
必
要

《小石畳地宝珠形鳳凰雲文様金襴（興福寺金襴）》（部分）
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第2展示室

春の優品選Ⅰ
茶道美術を中心に
3月26日（火）～4月15日（月）　会期中無休

昭
和
二
十
年
十
月
に
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
現
代
美
術
展
は
、本
年
七
十

五
回
展
を
迎
え
ま
す
。そ
の
間
、文
化
勲
章
受
章
者
、日
本
芸
術
院
会
員
、人
間
国

宝
を
は
じ
め
、多
く
の
実
力
作
家
を
生
み
出
し
、そ
の
成
果
は「
美
術
王
国
石
川
」

と
し
て
大
き
く
花
開
い
て
お
り
ま
す
。

本
展
で
は
、所
属
会
派
を
超
え
て
、日
本
画･

洋
画･
彫
刻･

工
芸･

書･

写
真
の

六
部
門
か
ら
、石
川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
ら
の
秀
作
に
、一
般
公
募
か
ら
の
入

賞
・
入
選
者
の
意
欲
作
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

◆
部　

門

日
本
画（
第
８
・９
展
示
室
）

彫　

刻（
第
７
展
示
室
）

書　
（
第
３･

４･

５･

６
展
示
室
）

金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
は
、洋
画
・
工
芸
・
写
真
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

◆
観
覧
料（
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
共
通
）

一　

般

大
高
生

中
小
生

当　

日

一
、〇
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

前
売
り

　

 

九
〇
〇
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

団　

体

　

 

八
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
の
提
示
で
団
体
料
金

◆
作
品
解
説　

会
期
中
、作
品
解
説
を
行
い
ま
す

石
川
県
は
、茶
道
が
さ
か
ん
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
、当
館

の
古
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、国
宝
・
重
文
の「
雉
香
炉
」を
は

じ
め
、茶
道
美
術
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。そ
こ
で

「
現
代
美
術
展
」の
会
期
と
五
月
の
連
休
期
間
に
、二
期
に
わ

た
っ
て
茶
道
美
術
を
中
心
と
し
た
優
品
を
選
ん
で
展
示
し
ま

す
。「
茶
道
美
術
」の
範
囲
で
す
が
、実
際
の
点
前
に
用
い
る
道

具
の
み
な
ら
ず
、広
い
意
味
の
茶
事
全
般
に
関
連
す
る
も
の

と
い
う
こ
と
で
、屛
風
も
お
も
て
な
し
の
道
具
と
し
て
含
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

石
川
県
が
、茶
道
文
化
の
拠
点
と
し
て
の「
お
茶
ど
こ
ろ
」

と
な
っ
た
の
は
、加
賀
藩
祖・
前
田
利
家
、二
代
藩
主・
利
長
が

織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
の
茶
堂（
頭
）で
あ
っ
た
千
利
休
か
ら

直
接
茶
の
湯
を
学
ん
だ
こ
と
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、利
休
の
弟
子
で
あ
っ
た
古
田
織
部
に
茶
の
湯
を
学
ん

だ
小
堀
遠
州
が
、三
代
藩
主・
利
常
、四
代
藩
主・
光
高
の
文

化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、具
体
的
な
茶

の
湯
の
助
言
の
ほ
か
、名
品
収
集
の
斡
旋
も
し
て
い
ま
す
。こ

の
、文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・遠
州
の
お
手
本
と
な
っ
た
の
が
、父

の
代
か
ら
前
田
家
に
仕
え
た
本
阿
弥
光
悦
で
す
。こ
の
人
間

模
様
を
思
い
起
こ
せ
ば
、利
常
の
時
代
か
ら
前
田
家
に
縁
が

深
か
っ
た
裏
千
家
四
代
の
仙
叟
宗
室
が
、五
代
藩
主・
綱
紀
に

茶
堂
茶
具
奉
行
と
し
て
仕
え
た
必
然
性
も
理
解
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文
化
的
背
景
に
よ
り
、茶
道
文
化
が
石
川
の

個
性
と
し
て
今
日
さ
ら
に
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。今
回

の
特
集
で
は
県
文《
粉こ

引ひ
き

茶
碗　

銘
楚そ

白は
く

》や
、県
文《
光
悦
色

紙
貼
交
秋
草
図
》な
ど
広
義
の
前
田
家
ゆ
か
り
の
優
品
や
、明

治
時
代
以
降
に
当
地
に
集
め
ら
れ
た
優
品
を
あ
わ
せ
て
展
示

し
ま
す
。

石川県文《粉引茶盌　銘楚白》

第3～9展示室

第75回 現代美術展
日本画・彫刻・書
3月29日（金）～4月15日（月）　会期中無休
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《鯰尾形兜》（前田利長所用）

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の刀剣･甲冑･陣羽織
4月20日（土）～6月9日（日）　会期中無休

Ⅱ
期
で
は
、本
阿
弥
光
悦
の
作
品
に
替
わ
り
、高
山
右
近
ゆ

か
り
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。高
山
右
近（
一
五
五
二
〜
一
六

一
五
）は
織
田
信
長
、豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、武
将
と
し
て
の
傑

出
し
た
能
力
は
秀
吉
を
は
じ
め
諸
将
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
千
利
休
の
高
弟
と
し
て
茶
人
と
し
て
も
活
躍

し
、同
時
に
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。一
五
八

七
年
、秀
吉
の
伴
天
連
追
放
令
に
よ
り
棄
教
を
拒
否
し
た
こ

と
で
領
地
を
没
収
さ
れ
追
放
の
身
と
な
り
ま
し
た
が
、翌
年

加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
に
よ
り
金
沢
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。以

後
、一
六
一
四
年
江
戸
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
に
よ
り
国

外
追
放
と
な
る
ま
で
の
二
十
六
年
間
を
金
沢
で
過
ご
し
、重

臣
と
し
て
政
務
に
あ
た
る
と
と
も
に
利
休
高
弟
と
し
て
茶
の

湯
を
広
め
、ま
た
布
教
活
動
も
続
け
ま
し
た
。ま
た
、二
〇
一

七
年
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
崇
敬
対
象
で
あ
る「
福
者
」に

認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、石
川
県
が
右
近
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、休
庵
公
に
宛
て
た
右
近
の
自
筆
書
状
と
、こ
の

度
、金
沢
聖
霊
修
道
院
か
ら
寄
託
を
い
た
だ
い
た《
象
牙
線
彫

キ
リ
ス
ト
・
聖
母
子
念
持
像（
木
彫
蓮
蕾
形
合
子
入
り
）》（
伝

横
山
ル
チ
ア
所
用
）、《
猪
目
金
銀
象
嵌
花
ク
ル
ス
文
刀
子　

堆
朱
福
禄
寿
文
拵
》、《
鋳
金
線
刻
葡
萄
文
鐔つ

ば

》の
三
点
を
展
示

し
ま
す
。こ
の
中
で
は
、高
山
右
近
の
娘
で
、加
賀
藩
の
重
臣
・

横
山
長
知
の
嫡
子
・
康
玄
に
嫁
い
だ
ル
チ
ア
が
、右
近
と
と
も

に
マ
ニ
ラ
へ
追
放
さ
れ
、右
近
の
死
後
帰
国
し
た
際
に
携
え

て
い
た
と
伝
わ
る《
象
牙
線
彫
キ
リ
ス
ト
・
聖
母
子
念
持
像
》

が
特
に
注
目
さ
れ
ま
す
。右
近
が
没
し
た
翌
年
の
一
六
一
六

年
に
は
、右
近
の
妻
子
ら
が
帰
国
し
た
と
の
報
告
が
、ス
ペ
イ

ン
の
ト
レ
ド
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

は
衝
撃
的
で
し
た
。

室
町
時
代
以
後
、大
規
模
な
集
団
戦
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、武
将
が
戦
場
で
着
用
す
る
甲

冑
や
陣
羽
織
に
も
大
き
な
変
化
が
お
と
ず
れ
ま
す
。甲
冑
に

つ
い
て
は
、容
易
に
着
用
で
き
る
こ
と
や
、迅
速
な
動
き
が
求

め
ら
れ
た
結
果
、重
厚
な
大
鎧
に
対
し
て
歩
卒
用
の
簡
便
な

鎧
だ
っ
た
胴
丸
の
機
能
が
再
認
識
さ
れ
、上
級
武
士
も
積
極

的
に
用
い
る
よ
う
に
な
り
、兜
と
袖
を
あ
わ
せ
て
大
鎧
と
同

じ
構
成
と
す
る
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
ま
し
た
。製
作
技
術
も

向
上
し
、素
材
や
形
状
の
選
択
肢
も
広
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
下
克
上
の
時
代
相
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
、伝

統
的
な
価
値
基
準
を
否
定
す
る「
か
ぶ
き
」の
精
神
は
、武
将

自
身
を
飾
り
、荘
厳
す
る
様
々
な「
変
わ
り
兜
」を
生
み
だ
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、通
気
性
を
高
め
る
た
め
に
改
良
さ
れ
た
甲
冑
を

雨
や
寒
風
か
ら
守
り
、あ
る
い
は
灼
熱
の
日
射
し
に
よ
る
温

度
上
昇
を
緩
和
す
る
目
的
で
、甲
冑
の
上
か
ら
着
用
す
る
陣

羽
織
の
重
要
性
も
高
ま
り
ま
し
た
。特
に
桃
山
時
代
以
降
、

毛
織
物
の
仕
上
げ
の
際
に
水
な
ど
で
湿
ら
せ
て
熱
・
圧
力
を

加
え
て
フ
ェ
ル
ト
状
に
し
た
ラ
シ
ャ
製
の
も
の
が
重
宝
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
陣
羽
織
も
、色
、形
そ
し
て
配
さ
れ
る
文
様
に

様
々
な
工
夫
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
は
五
月
の
連
休
や
、加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
が

金
沢
城
に
入
城
し
た
時
期
に
合
わ
せ
て
毎
年
六
月
に
開
催
さ

れ
る「
百
万
石
ま
つ
り
」を
念
頭
に
、全
国
か
ら
来
館
さ
れ
る

お
客
様
に
加
賀
藩
主
前
田
家
の「
武
」の
側
面
の
一
端
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、歴
代
藩
主
所
用
の
甲
冑･

陣
羽
織
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。ま
た
前
田
家
ゆ

か
り
の
刀
剣
と
し
て
、加
賀
藩
三
代
藩
主
・
前
田
利

常
が
孫
の
五
代
藩
主
・
綱
紀
の
武
運
長
久
を
祈
願

す
る
目
的
で
、高
岡
の
瑞
龍
寺
に
奉
納
し
た「
瑞
龍

寺
奉
納
刀
」の
う
ち
、貴
重
な
伝
存
品
で
あ
る
藤
原

長
次
に
よ
る
一
口
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

第2展示室

春の優品選Ⅱ
茶道美術を中心に
4月20日（土）～6月9日（日）　会期中無休

《象牙線彫キリスト・聖母子念持像》金沢聖霊修道院蔵
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第5展示室

鳥とりどり【近現代工芸】

4月20日（土）～6月9日（日）　会期中無休

古
く
か
ら
鳥
た
ち
は
、和
歌
に
詠
ま
れ
た
り
、鳴
き
声
が
愛

で
ら
れ
た
り
、あ
る
い
は
お
め
で
た
い
し
る
し
と
し
て
讃
え

ら
れ
た
り
と
、人
々
の
身
近
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。工
芸

の
世
界
で
も
、正
倉
院
宝
物
に
は
す
で
に
鳥
の
姿
が
登
場
し

ま
す
。

さ
て
、石
川
県
立
美
術
館
の
隣（
現
在
の
広
坂
別
館
あ
た

り
）が
野
鳥
園
で
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。現
在

は
小
高
い
丘
が
残
る
ば
か
り
で
す
が
、「
野
鳥（
や
ち
ょ
う
）」

と
い
う
言
葉
を
作
り
出
し
た
中
西
悟
堂（
一
八
九
五
〜
一
九

八
四
）の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。悟
堂
は
金
沢
に
生
ま

れ
、東
京
で
育
っ
た
歌
人
で
す
。野
鳥
の
自
然
な
姿
を
愛
し
、

日
本
野
鳥
の
会
を
創
立
し
ま
し
た
。今
回
の
展
示
で
は
、日
本

野
鳥
の
会
石
川
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、工
芸
作
品
に

登
場
す
る
鳥
の
生
態
を
写
真
や
解
説
に
よ
っ
て
ご
紹
介
し
ま

す
。会
期
中
に
は
、兼
六
園
周
辺
の
野
鳥
を
観
察
す
る
イ
ベ
ン

ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、身
近
な

鳥
の
姿
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
も
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

ま
た
、実
在
の
鳥（
写
真
）、ス
ケ
ッ
チ
、下
絵
、図
案
、そ
し

て
作
品
へ
と
ス
ラ
イ
ド
す
る
工
芸
作
家
の
ま
な
ざ
し
を
、皆

さ
ん
に
追
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。木

村
雨
山「
写
生
図
巻
」、藤
井
観
文「
片
切
沈
金
彫
鴎
文
棚　

下

絵
」か
ら
は
、羽
毛
ま
で
丁
寧
に
描
き
こ
ん
だ
図
か
ら
、友
禅

や
沈
金
の
技
法
を
活
か
し
て
一
種
の
デ
フ
ォ
ル
メ
が
な
さ
れ

て
ゆ
く
過
程
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。色
、か
た
ち
、技

法
、と
り
ど
り
の
作
品
か
ら
工
芸
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

近
現
代
の
絵
画
・
彫
刻
分
野
は
、「
春
の
い
ろ
ど
り
」と
題
し

て
、所
蔵
品
の
中
か
ら
春
か
ら
初
夏
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を

展
示
し
ま
す
。我
々
が
作
品
を
前
に
し
た
と
き
、「
さ
て
こ
の

絵
の
季
節
は
？
」と
、つ
い
想
い
を
馳
せ
る
の
は
、風
景
画
だ

け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
鑑
賞
す
る
側
が
四
季
に
敏

感
な
だ
け
で
な
く
、制
作
者
が
変
化
に
富
む
四
季
の
中
に
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
で
、季
節
感
が
お
の
ず
と
作
品
に
も
隠
れ

て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
画
分
野
で
は
、仁
志
出
龍
司《
生
生
》か
ら
木
々
の
芽

吹
き
の
頃
や
、石
川
義《
森
の
精
達
》か
ら
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

の
繁
殖
期
の
様
子
を
通
し
て
、生
命
の
息
吹
を
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

洋
画
部
門
で
は
、小
絲
源
太
郎
の《
春
闌
》と
絶
筆《
春
光
》、

と
も
に
春
爛
漫
の
桜
景
色
を
描
い
た
作
品
や
芽
吹
き
や
、田

植
え
の
頃
を
描
い
た
村
田
省
藏《
芽
吹
き
》、田
圃
の
水
面
に

映
え
る
周
囲
の
景
色
を
律
動
的
に
描
い
て
春
の
光
と
風
を
感

じ
さ
せ
る
新
保
甚
平
の《
水
光
る
》な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

彫
刻
分
野
で
は
、春
を
感
じ
さ
せ
る
人
物
彫
刻
や
鳥
に
ま

つ
わ
る
彫
刻
を
紹
介
し
ま
す
。得
能
節
朗《
春
》は
、手
の
ひ
ら

に
小
鳥
を
乗
せ
、空
を
見
上
げ
て
い
る
女
性
像
で
、春
の
暖
か

い
日
差
し
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
で
す
。ま
た
、鳥
に

ま
つ
わ
る
作
品
は
鶏
、七
面
鳥
、駝
鳥
な
ど
の
具
象
作
品
や
、

羽
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
重
田
照
雄《
波
に
ゆ
れ
る
鳥
》を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

素
描
・
版
画
部
門
で
は
、企
画
展
に
関
連
し
脇
田
和
の
作
品

か
ら
、《
輪
花
》《
椿
苑
》な
ど
花
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
な
ど

を
展
示
致
し
ま
す
。

小絲源太郎《春闌》中村陶志人《待春》

第3･4･6展示室

春のいろどり
【近現代絵画･彫刻】

4月20日（土）～6月9日（日）　会期中無休
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４
月
の
行
事
予
定

■「
脇
田
和
と
猪
熊
弦
一
郎
」展
記
念
講
演
会

�

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

21
日（
日
）
「
脇
田
和
と
猪
熊
弦
一
郎
―
心
の
存
在
を
求
め
て
―
」

講
師　

木
島
俊
介�

氏（
ポ
ー
ラ
美
術
館
館
長
）

■
展
示
室
で
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

２
階
展
示
室

27
日（
土
）
展
示
室
で
お
気
に
入
り
の
作
品
を
、磁
気
式
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
！

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

参
加
無
料

28
日（
日
）
「
文
化
人
記
録
映
像　

脇
田
和
」（
30
分
）

「
世
界
・
美
の
旅　

ピ
カ
ソ
」（
30
分
）

期

　
　日
／
二
〇
一
九
年
五
月
十
九
日（
日
）

集
合
時
間
／
午
前
七
時
三
十
分

発

　
　着
／
金
沢
駅
西
口
団
体
バ
ス
乗
り
場

参
加
代
金
／ 

友
の
会
会
員 

七
七
〇
〇
円 

会
員
以
外 

八
二
〇
〇
円

募
集
定
員
／
四
十
二
名

◆
見
学
地

【
金こ

ん

蔵ぞ
う

寺
】北
陸
三
十
三
観
音
霊
場
特
番
札
所
、北
陸
三
十
六

不
動
霊
場
五
番
札
所
で
す
。

当
日
は
境
内
を
散
策
し
な
が
ら
、寺
院
の
歴
史
に
ふ
れ
ま
す
。

【
時
国
家（
本
家
上
時
国
家
）】約
百
八
十
年
前
に
建
造
さ
れ
た

重
要
文
化
財
の
木
造
民
家
と
そ
の
調
度
品
、鎌
倉
風
の
池
泉

回
遊
式
庭
園
を
、解
説
を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
し
ま
す
。

【
須す

須ず

神
社
】日
本
海
側
一
帯
の
守
護
神
と
さ
れ
、祟
神
天
皇

の
時
代
に
創
建
さ
れ
た
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。宮
司
の
方
か

ら
解
説
を
頂
き
な
が
ら
、神
社
と
そ
の
宝
物
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
す
。

【
珠
洲
焼
資
料
館
】珠
洲
古
陶
、窯
の
優
品
や
出
土
品
な
ど
を
、

学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
み
ま
す
。ま
た
、窖あ

な

窯

（
復
元
古
窯
）に
つ
い
て
も
簡

単
に
説
明
し
て
頂
き
ま
す
。

◆
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
下
記
の
事

項
を
記
入
し
、ご
応
募
く
だ

さ
い
。応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

参加者募集

珠洲をめぐる
2019年度　友の会第17回バスツアー

① 

往
信
は
が
き
の
裏
面
に「
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」と
明
記
し
、氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
会
員
番
号（
あ
る
方
の
み
）を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

② 

返
信
は
が
き
の
表
面
に
は
返
信
先
を
は
っ
き
り
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。 

消
え
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
返
信
は
が
き
の
裏
面
に
は
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先

〒
九
二
〇

－

〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二

－

一

石
川
県
立
美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー
係

応
募
締
切
／
四
月
十
三
日（
土
）必
着

※ 

応
募
者
一
名
に
つ
き
、往
復
は
が
き
一
通
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

ペ
ア
で
お
申
し
込
み
の
方
は
、お
一
人
ず
つ
は
が
き
を
投
函
し
、そ
の
上
で「
○
○
さ
ん

と
ペ
ア
申
込
」と
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

※
急
な
階
段
や
歩
き
に
く
い
道
、坂
道
な
ど
が
行
程
に
含
ま
れ
ま
す
。

須須神社
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﹃
大
正
名
器
鑑
﹄に「
北
野
大
茶
湯
に
用
ふ
」と
伏

見
屋
覚
書
に
あ
る
と
記
さ
れ
た
こ
と
で
、多
く
の

人
が「
北
野
」の
銘
に
つ
ま
ず
き
ま
す
。近
年
も
、

「
豊
臣
秀
吉
が
北
野
大
茶
湯
で
飲
ん
だ
茶
碗
」と
新

聞
報
道
さ
れ
た
時
は
背
筋
が
凍
り
ま
し
た
。本
碗

の
内
箱
蓋
裏
に
は
、表
千
家
四
代
江
岑
宗
左（
一
六

一
三
〜
一
六
七
二
）に
よ
る「
利
休
判
在
之
ヲ
覚

今
程
キ
エ
見
不
申
候 

黒
茶
碗 

左（
花
押
）」の
書

付
が
あ
り
、こ
の
書
付
は
所
有
者
の
興
善
院
に
依

頼
さ
れ
た
こ
と
が
添
状
か
ら
わ
か
り
ま
す
。そ
し

て
、蓋
表
に
は
、表
千
家
五
代
随
流
斎
宗
佐
に
よ
る

「
北
野
黒　

興
善
院　

内
老
父
書
付
有　

宗
左（
花

押
）」の
書
付
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
か
ら
、「
北
野
」の

銘
は
随
流
斎
の
時
代
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、「
北
野
大
茶
湯
」に
用
い
ら
れ
た
と
の
伝
承
は

後
世
の
創
作
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

本
碗
の
伝
来
は
千
利
休
所
持
の
後
、「
北
野
の
」

興
善
院
か
ら
塗
師
の
中
村
宗
哲
家
に
渡
り
、表
千

家
七
代
如
心
斎
が
買
い
取
り
、江
戸
の
豪
商
冬
木

家
が
千
利
休
の
遺
偈
を
千
家
に
戻
し
た
際
に
返
礼

と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
事
実
は
、本
作
品
が

利
休
遺
偈
と
同
等
の
意
義
と
価
値
が
あ
る
も
の
と

表
千
家
に
お
い
て
判
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
す
。筆
者
は
か
つ
て
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
学
芸
員
コ
ラ
ム
24
」で
本
碗
か
ら＂「
名
物
前
田

藤
四
郎
」に
匹
敵
す
る
秘
め
た
威
風
凛
然
を
感
じ

ま
す
。＂と
述
べ
ま
し
た
が
、そ
の
思
い
は
、長
次
郎

の
黒
楽
茶
碗
の
中
で
も
端
正
な
作
り
で
あ
る
本
碗

に
接
す
る
度
に
強
ま
り
ま
す
。

〝
簡
単
に
思
う
な
〞。本
碗
を
寄
贈
さ
れ
た
数
寄

者
は
、最
後
に
こ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。そ
の
時

の
厳
し
い
表
情
と
口
調
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

アラカルト ただいま展示中 à	la	carte　No.36
石川県指定文化財《黒楽茶碗 銘北野》 くろらくちゃわん・めいきたの
口径	10.4～	10.9ｃｍ　底径4.8ｃｍ　高さ	8.4ｃｍ　桃山時代	16世紀

長次郎　ちょうじろう

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第２展示室

平成31年6月14日(金)
 ～7月22日(月)
 会期中無休

絵画優品選 名刀と刀絵図

次回の展覧会

第３・６展示室 第４展示室 第５展示室

新収蔵品と優品
【近現代絵画･彫刻】

村田省蔵展
【近現代絵画】

手わざの手ざわり
【近現代工芸】




